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1 る部の名觀 


ここでは、各部の名称と機能を簡単に説明しまず。各部についての詳しい説明は、それ 
ぞれに関連する章で行います。周辺機器を取り付ける場所については、「本章9周辺機 
器の接続」で説明します。 


ディスプレイ 

表ぉ装置でず。1 024 X 7 日8ドットの 
カラー液晶ディスプレイです。 


ディスプレイ開閉ラッチ 


キー シフト 


A 電源スイッチ 


キ — tK — 卜 



インジケータ 


* E 3 E セキュリティ 
□ック • ス□ット 

盗難防止用にチェーン 
などを接続します。 

パソコン本体内部にフアンび 
あり、熱を内部から外部に逃 
びすための吹を出し□でず。 

ボ U ュームダイヤル 

へッドホンやスピーカの音量を 
調節します。音量を大をくし 
たいとさは奥に、ルさくした 
いときは手前に回します。 

防「本章3サウンド」 アキユポイント n 」 

マウスと同等の動作をします。 


r 本章2キーボード」 


スピーカ 


フ□ッピーディスクドライブ 

3. 巳型の 2 HD 、2 DD あ 
式のフロッピーディスク 
び使用でさます。 


システムインジケータ 




スピーカ 


(〇インジケータ） 

それぞれは、：欠の状態を示します。 


キーシフトインジケータ 

A 

Caps Lock LED 

文字入力の r 大文字□ック状態」 
r 本章2-入力に関する制御キー」 


Arrow Mode LED 

文字入力の「ア □一 状態」 

^陆章2-固キーを使った特殊機能キー」 

图 

Numeric Mode LED 

文字入力の r 数字□ック状態」 

防 r 本章 2 -に d キーを使った特殊機能キー」 

システムインジケータ 

•2 

DC IN l_ED 

電源コードの接続 ri 章 1 -3 電源に関する表示」 


Power l_ED 

電源の状態「1章 1-3 電源に関する表示」 

口 

Battery l_ED 

バッテ U の状態心「本章 4-3 バッテ U 充電量の確認をする」 

Q 

Disk LED 

A - ドディスクドライブにアクセスしている 

己/ 復> 

FDD / CD-ROM LED 

フ□ッピーディスクドライブかドライブにアクセスしている 


64 





本体の機能 


キーボードの使いかたはソフトウエアによって違ってさますび、ここでは基本的な使いか 
たと、それぞれのキーの意味や呼びかたについて簡単に説明します。 

半/全く漢宇 > キーファンクシヨンキ- 
Esc 江スケープ)キー ,- 


Tab (タブ)キー 

CapsLock (キヤプス□ツク) 
英数 キー 

Shi け(シフト)キー 


Ctrl 扫ント□-ル)キー I I Space (スぺース)キー 

Fn 江フロ)キー Alt (オルト)キー 

Win (ゥィン)キー 


66 





Ins (インヴート) < Prtsc > キー 


Del (デリ- KKSysRq 〉 キ- 



Pause (ポ-力 

く B 旧 ak 〉 キ- 

BackSpace 
(バックスべ-ス)キ- 
Home (ホーム)キー 

Enter (エンター)キー 
P 邑 Up 

(ページアバ)卜 
PgDn 

(ベ-ジタ'ウン)キ- 
Shift (シフト)キ- 

En がエンド)キー 


Ctrl ロント □— ル)キ 


矢印 キー 

——アプ U ケーシヨンキー 
-Alt (オルト）キー 

-カタカナひらがな<□-マ字>キー 

-変換 キー 














り义字キー 

文字や記号を入力するとさに使ラキーを文字キーと呼びます。 

文字キーには2〜6種類の文字や記号び印刷されていまず。どの文字や記号び入力され 
るかは制御キーとの組み合わせなどで異なります。 

文字キーに印刷された文字や記号を入力する場合、どのよラに操作したらいいか、次の 
文字キーを例に説明します。 



入力したい文字や記号入力操作_内容_ 

左上の文字や記号 I に hifti キーを巧しなびら記号やアルファベットの大文字び 

押す 入力でさます（この場合は「’」）。 

r 本節-主なキーの呼びかたと役割」 
ち上の文字や記号 カナ□ック状態で 巧 hift 1 記号、カタカナの促音、物音び入力 

キーを巧しなびら巧す でさます（この場合は「ャ」）。 

カナ□ック状態 

〇「本節-入力に関する制御キー」 

左下の文字や記号 そのまま巧す 数字やアルファベットの小文字び 

入力できます（この場合は「7」）。 

ち下の文字や記号 カナ□ック状態のとさにカタカナや記号び入力でさます 

押す （この場合は「ヤ」）。 

カナ□ック状態 

〇「本節-入力に関する制御キー」 

前面左の文字や記号 ア□一巧態のときに巧すカーソル制御キーとして使えます 

(この場合は I Home I キ—)〇 
ア□一巧態 

〇「本節-圆キーを使った 
特殊機能キー」 

前面ちの文字や記号 数字□ック状態のとさにテンキーとして使えます 

押す （この場合は「7」）。 

数字□ック状態 
〇「本節-圆キーを使った 
[ 特殊機能キー」 

•ごご（バックスラッシュ）を入力すると、「¥」と表示されます。 

メち 
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3 章- 2 キーボード 


阿 8 

[Ctrl 1+に apsLock 英数 1 

剛 

Ctrl 1+1 Shi 化めタカナひらびな1 

カナ□ック状態になります。このが態で文字キーを 
巧すと、キートップも下に印席にれたひらびなを、 

カタカナで入力でさます。 

1 Shift 1+1 CapsLock 英数 I 

大文字□ック巧態になります。この状態で文字キー 
を押すと、キートップ左上に印刷された英字などの 
文字を、大文字で入力でさます。 


カナ□ックや大文字□ック状態を解除するには、をう]度同じキー操作をします。 
□ック状態の優先度は、カナ□ック状態>大文字□ック状態でず。 


妨 


^まなキーの呼びかたと役割 


キー 

内容 

Esc (エスケープ） 

操作を取り消すとさに使います。 

Shift! (シフト） 

アルファべットの英大文字、英ル文字入力の一時のな切り 
替えや記号などを入力するとさに使います。 

Alt (オルト） 

他のキーと組み合わせて、特定の操作を実行するとさ 

Ctrl (コント□-ル） 

などに使います。 

细（ウィン） 

Windows のスタートメニューを表示するときに使し、ま 
す。また、他のキーと組み合わせて、ショートカットと 
して使ラことちでさます。 

Space 1 (スぺース） 

空白文字を入力するとさや、入力した文字をかな漢字変 
換するときに使います。 

(アプ U ケーション） 

マウスのちボタンおよびコント□ールボタンの下ボタンを 
ク U ックすることと同様の動作を行し、たし、ときに使しぶず。 

岡(エフエヌ） 

オーバレイキーを使用するとさに使います。また、ファ 
ンクションキーとの組み合わせにより特殊機能を実行す 
るとをに使用します。 

Ins (インヴート） 

文字の入カモードを挿入/上書さに切り替えるときに使 
います。 

Dell (デ U- 卜） 

文字を削除するとさなどに使います。 

円円 m m 快印） 

カーソル移動などに使います。 

Enter! (エンター） 

作業を実行するとさなどに使います。 

F 1 1 〜 IF 12 I ( フアンクション） 

特定の操作を実行するとさなどに使います。 


上の表の各内容は、お使いの日本語入カシステムやアプ U ケーシヨンにより変わること 
びあ0ます。 


^入力に関する制御キー 

キー入力で、よく使ラ制御キーは次のちのびあります。 

キー 内容 


































































〇岡キーを巧った特巧機能キー 


キー 内容 


圆+圆 

〈インスタントセキユ1」テイ機能〉 

表术画面をオフ II し、キーボードやマウスから入力でさ 
なくします。 

解除するには、パスワードを設定している場合はパス 
ワードを入力し 」 Enter I キーを巧します。 

パスワードを設定していない場合は1 Enter 1キーまたは 

F 1 1キーを巧します。 

口をパスワードについて 

〇「已章4パスワードセキュ U ティ」 

圆 個 

〈省電カモードの設定〉 

岡+尼司キーを巧ずと、設定されている r ま芝省電力 
ユーティリティ」の省電カモードび反転表おされます。 
正团キーを巧したまま、正司キーを巧すたびに省電カモー 
ドび切り替わります。 

圆+圆 

〈電源 ON / OFF 時に使用 
する機能の還が〉 

電源を切る状態（スタンバイ、休止状態、電源オフ）を切り替 
えます。尼田キーを巧したまま、尼团キーを巧すたびに表示 
び切り替わり、電源スイッチを巧したときに実行する機能び 

設定されます。 

圆+圆 

〈アラーム音量の調節〉 

アフーム音量を調節します。ビープ音で音星を知らせます。 
正田キーを巧したまま、正互キーを巧ずたびに音量び変わ 
ります。 

广 Off ールー 中 一大-! 

圆+圆 

〈表示装置の切り替え〉 

表示装置を切り替えます。 

詳細について 

〇体章 9- CRT ディスプレイやテレビを接続した場合」 

尼田 + IF 10 I (ア□一巧態） 
〈オーバレイ機能〉 

キートップ前面左側に灰色で印刷された、カーソル制御 
キーとして使用でさます。 

ア□一状態をお除するには、ちう1度匠 3 + fT ^ キー 
を押します。 

Fn 1+1 n 11(数字□ック状態) 
〈オーバレイ機能〉 

キートップ刖面ち側 lu 映色で印刷された、数字などの文 
字を入力でさます。 

数字□ック状態を賴除するには、をう1度匠 3+ fT ^ 
キーを押します。 

尼田 + IF 12 

(スク□ール□ック巧態） 

一部のアプ U ケーションで m 田因已 キーを画面スク 
□ールとして使用でさます。 

□ック状態を解除するには、ちう]度岡+の g キーを 
巧します。 
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3 章- 2 キーボード 


システムの再起動 

Ctrl 1+1 Alt 1+1 Del 

F:981 



プ□クフムの強制終了画面か表术され 
ます。ちう]度巧すと、システムを再 
起動しまず。 

nm 

Windows のセキュ U 了ィ画面び表 tjx 
されます。 

画面コピー 

[ Fnl+I Ins 1 

現在表示中の全体画面をク U ップボー 
ドにコピーします。 


厕+圃+[^[1 

現在実わ中のアク了ィブな画面をク 

1」ップボードにコピーしまず。 


Windows 98の場合、システムび操作不能になったときけ外はで而は使 
So 用しないでください。デ-夕び消失ずるおそれびありまず。 
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一 a 日 I キーを巧つた シヨー トカツトキー 

Oi を]キーと他のキーとの組み合わせにより、次のよラにショートカツトとして使用でさ 


ます。 

キー 操作 


细 

+ 固 

[ファイル名を指定して実;了]画面を表术する 

m 

+ 圆 

すべてをアイコン化する 

Shift 1+ m + 圆 

すべてのアイコン化を元に戻す 

3田 

+ IF 1 

『 Windows のヘルプ』を起動する 

IS 

咽 

Windows エクスプ□—ラを起動する 

細+ 回 

ファイルまたはフォルダを検索する 

Ctrl 1+ m + 回 

他のコンピュータを検索する 

'细 1+1 Tab 

タスクバーのボタンを順まに切り替える 

30 +1 Break 1 

[システムのプ□パティ]画面を表おする 


一特巧機能キー 

複数キーの組み合わせで、特殊機能を実行することびでさます。 

特殊機能 キー 内容 



















































































































9 曰本語人カシステム 

本製品には、日本語入カシステム MS - IME が標準装備されています。 

MS - IME のバージョンはお使いになるモデルによって異なります。 

MS - IME 2 日日2 :すべてのシステムのアプリケーションモデル 
MS - IME 2 日日日： Windows 2日日日モデル 
MS - IME 98 : Windows 98モデル 

曰本語入カシステムの起動 j 

漢字変換び行えるように日本語入カシステム MS - IME を起動するには、いくつかの方法 
びあります。 

MS - IME 吕〇02の場合 


♦ I か A 般タジ■■回 

t ここをク U ックし、メニューから「ひらびな」を選択する 

• キーを巧す 

漢字変換び行えるようになると、ツールノく一はなのようになります。 

かあ般夕臭！回；こ 


MS - IME 2000 / MS - IME 98 の場合 
• * A 般沒を遺《 ご;^」 

I - ここをク U ックし、と三ューから「ひらびな」を逞択ずる 
参タスクバーのアイコン ( ん をク U ックし、「日本語入力-オン」を選択する 
• 半/全 I キー ( MS - IME 2000の場合）またはのの+ 1半/全 I キー ( MS - IME 98 
の場合）を巧す 

漢字変換び行えるようになると、ツールノく一はなのよラになります。 

"あ般安を遭《 


72 






3 章- 2 キーボード 


(〇八カモー ト J 

□ーマ字入力び既定値になっています。 

□ーマ字入力とかな入力は;欠のち法で切り替えられまず。 

に湿:网口 + 巧歹カナひらびな I キー 
画画| :厨巧+ 同 1] 巧 + めタカナひら5^ キー 
この場合、バソコンを再起動すると□ーマ字入力に戻ります。 

萬に同じ入カモードで使用する場合は、次のち法で設定します。 

MS - IME 200吕の場合 

①ツールバーの[ツール]アイコン （) または[入力方式]アイコン （が） 
をク U ツクし、表おされたメニューから[プ□パティ]をク U ツクする 
③[全般]タブで[□ーマ字入力/かな入力]の設定をする 

MS - IME 2000 / MS-IME 白8の場合 

①ツールバーの[プ□パティ]アイコン（到）をク U ツクする 
③[全般]タブで[□ーマ字入力/かな入力]©設定をする 

( U 漢字変換) 

入力した文字を漢字変換するには、 IS 口 acel キーを巧します。 

目的の漢字ではない場合は、ちラ1度 ISpa 巳 el キーを巧して、他の漢字を表示します。 
さらに ISpacel キーを巧すと、候補の一覧び表示されます。 
mm キーで選択し、直立查]キーを押します。 

MS - IME の使いかた。 『 MS - IME のオンラインヘルプ』 

• MS-IME 2000 /MS-IIVIE98 の場合、ツールバーの[ヘル了]アイコン (也 )をクリツ 
— メ t クし、[目;欠とキーワード]をク U ツクすると、 MS-IME のオンラインヘルプを見ることびで 
さます。 

- MS-IME 2002 でのオンラインヘルプの起動は、巧の方法びあります。 

•ツールバーの[ヘルスアイコン（巧）をク U ツクし、 [ Microsoft ( R ) IME スタン 
ダード200 2]- [目ホとキーワード]をク IJ ツクする 

•ツールバーの[ツール]アイコン （) をク I 」ツクし、[ヘルス-[目次とキーワ ー 
ド]をク U ツクする 

•ツールバーの[入力ち式]アイコン（が）をク IJ ツクし、[目;欠とキーワード]をク 
U ツクする 









































サウン 



本製品はヴウンド機能を内蔵し、スピーカを用意しています。 

スピーカに ついて。「本節] スピーカの 音量を調整ずる」 

0®^ システムスピーカについて。「本節2システムスピーカについて」 

ぶスピーカの音量を調整する 

標準で音声、ヴウンド関係のアプ U ケーシヨンびインス I -ールされていまず。 

ヴウンド機能は Microsoft Windows Sound System 、 および Sound Blaster Pro 
に適合しています。サウンドに関する設定については、あわせて 『Windows のへ ルス 
や『ボ U ュームコント□ールのヘルプ』をご覧ください。 



本体左側面のボ U ユームダイヤ J レで調整します。 

音量を大さくしたいとさには奥に、ルさくしたいとをには手前に回します。 

ボ U ユームダイヤル。「本章1各部の名称」 

〇 [音量]アイコンか5調壁する) 

タスクバーの[音量]アイコン （ ji -) からスピーカの音量を調整することちでさます。 

1タスクバー上の度量アイコン（項9をクリックする 

なの画面び表ホされます。 



2つまみを上下にドラッグして調整する 

つまみを上にするとスピーカの音量び上びります。[ミュート]をチェックすると消音になり 
まず。 

1^) •使巧するアプリケーションによっては、外部マイクとスピーカで八ウ U ングを起こし、高く 
f メち 大きな音び発生することびあります。この場合は、次のようにしてください。 

-本製品のボリュームダイヤルで音量を調整する 
-使用しているアプリケーションソフトの設定を変える 
-外部マイクをスピーカか5離す 
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^ ボリユームコント□-ルで調壁する;） 

1 タスクバー上の度量アイコン（¢0をダブルクリックする 
または、 

[スタート]-[プ□グラム]-[アクセサリ]-[エンターテイメント]-[ボ 
リユームコント□-ル]をクリックする 


ボリュームコント□ールが起動します。 


オプションを）ヘルプが 

7スタ音量 W 

バラン义 バ 


^x] 


CD オーディオ 
バランス 


\4 1^— 尸ぷ J-vB ^ - J - ^ 


「をミュート(凹） 
ALi Audio Wave 


ミュート(凹） I 厂ミュ—卜(曲 I 厂ミュ—卜(凹〉 厂ミュート(凶〉 (7 ミュート(凹） 


(表示例) 


2 それぞれのつまみを上下にドラッグして調整する 


つまみを上にするとスピーカの音量び上びります。~ユートをチェックすると消音となります。 
詳しくは、『ボ U ュームコント□ールのヘルプ』をご覧ください。 


^システムスピーカにごいて 


パソコンの A —ドウェアのが態を知らせるシステムスピーカびあります。システムス 
ピーカを鳴らす/鳴らさないの設定びでさます。ご購入時は「鳴らす」に設定されてい 
ます。また、あわせて、音量の調整ちでさます。 

Q 設定方法 

1 [スタート]-[設定]-[コント□-ルパネル]をクリックする 

2 [東忌 HW セットアッ刀をダブルクリックする 

3 [アラーム]タブで設定する 

鳴らす場合は[システムビープ音を鳴らす]をチェックします。 

音量は[アラーム音量]のスライダーバーで調整します。 


メち 


• システムスピーカの音量の調整は、 [ E 团+キーを使用して変更することもできます。 
「本章 2-[ Fnl キーを使った特殊機能キー」 
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少バッテリ 

パソコン本体には、バッテ U バックび取り付けられています。 

バッテ U を充電して、または充電したバッテ U パックと交換して、バッテ U 駆動 (AC 
アダプタを接続しない状態）で使ラことびでさます。 

ご購入時は、バッテ U は十分に充電されていません。 

バッテ U 駆動で使う場合は、 AC アダプタを接続してバッテ U の充電を完了（フル充電) 
させます。 

充電を完了（フル充電）しなくても使えまずび、使用でさる時間は短くなります。 

ぷバッテリを巧電する 

ここでは、充電方法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 

^ 巧電方法 

1パソコン本体を電源に接続する 

DC IN =»2 LED び緑色に点口して目 a け ery にコ LE □びオレンジ色に点打すると、充電び 
開始されまず。 

パソコン本体に AC アダプタを接続ずると、電源の ON/OFF に関わらず常時充電されます。 
電源の接続。 ri 章]-1電源に接続する」 

2 Battery C コ LED が緑色になるまで通電する 

バッテ U び充電中は目 a け ery じコ LED びオレンジ色に点なします。 

DC IN =»2 LED び消打している場合は、電源び供給されていません。 AC アダプタ、電源 
コードの接続をお認してください。 

防 Battery a に D についてり「本節3バッテ U 充電量の確認をする」 

^ 充電時間 

充電時間の目まは次のとおりです。 


状態 

充電時間 

電源0 N 時 

約4〜1日時間 

電源0 F F 時 

約3時間 


(ま）周囲の温度び低いとき、周辺機器を取0付けている場合など、パソコンの使巧状況によってこ 
の時間よりも長くかかることびあります。 







バッテ u での使用時間は、パソコン本体の使用環境によつて異なります。 
なの時間は目まにしてください。 

♦巧電完了の状態で使用した場合 


省電カモード 

動作時間 

標準 

約2時間 


※ノーマルモードです。 


メち 


(ま）当社使用のプ□グラムで計測 


-スタンバイ機能を実行したいときは、放電しきるまでの時間げ短いため、バッテ U 駆動時は 
休止状態にすることをおすすめします。 


^使っていないときの巧電保持時間） 

パソコン本体を使用しないで放置していてち、バッテリ充電量は少しずつ減かします。 
この場合ち放置環境などに左ちされますので、保持時間は、目安にしてください。 

♦フル充電した状態で電源を切った場合 


バソコン本体の状態 

保持時間 

スタンバイ 

約已曰間 

電源切断（シャツトダウン） 

休止状態 

約3過間 


/ A 注意 •バッテリ,駆動で使用しているとさは、バッテリの残量に十分注意して<ださい。 、 

バッテリ（バッテ U パック、時計用バッテリ）を使いきつてしまうと、スタンバイ機 
能が効かなくなり、メモリに記憶されていた内容はすべて消えます。また、時刻や曰 
付に誤差が生じます。このような場合は、一度全バッテリを充電するために、 AC アダ 
V プタを擦続して充電して < ださい。 


電源として使われるバッテリの使用時間は、充電量や使用状態により多少差びあります。 


爲バッテリの巧用時間 


バッテリパックの巧電温度範囲の （10 〜30で）で巧電してください。 

充電温度韶囲内で巧電しないと、液ちれや発熱、性能や寿命が低下するおそれがあり 
ます。 

バッテリパックを水や海水につけたり、め5したりしないでください。 

発熱したり、サビなどのおそれがあります。 

バッテリパックをお買い上げ後、巧めて使用する場台にサビ、異臭、発熱などの異常 
と思われるときは使用しないでください。 

お買いずめの販売店または、お近くの保守サービスに点検を依頼してください。 


本体の機能 
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ツテリ巧電量のお認をする 


バッテ U 駆動で使う場合、バッテ U 充電量を確認しておかないと使用中にノ（ッテ U の 
充電量び減少し、途中で作業を中断したり、あわてて AC アダプタを接続することにな 
0ます。 

バッテ U 充電量をお認するには、次の方法びあります。 


Q Battery a LED で確認する 


なのシステムインジケータの図で矢印の付いているちのび、バッテ U の状態を示すアイ 
コンです。 



Battery 


LED は次の状態を示しています。 


緑 

充電完了 

オレンジ 

充電中 

オレンジの点滅 

充電び必要 

消な 

-バッテ1」び接続されていない 
- AC アダプタび接続されていない 
-バッテ1」異常 


U アイコンでお認する 


タスクバーの[省電力]アイコン.'4の上にマウスポインタを置くと、バッテ U 充電量 
び表示されます。 

♦ AC アダプタを接続している場合 ♦バッテ U 駆動で使用している場合 


：7ルバワ-嫩 ：100% AC 聋おオン」 レ-マル 嫩：100% X 巧間 XX 知、 

f (表示例） 

このとさバッテ U 充電量外にち、現在使用している省電カモード名や、使用している 
電源の種類び表示されます。バッテ U 駆動で使用している場合には、バッテ U 動作予想 
時間を表示されます。 


J ^) •タスクバーに表おされる[省電力]アイコンの絵は現在使用されている省電カモードにより 
メ亡 変ねります。 

•「東芝省電カユーティリティ」の[電源設定]タブの設定内容によっては、タスクバーに[省 
電力]アイコンび表示されません。表示させたいときは、[電源設定]タブで[タスクバーに 
省電カモードの状態を表おする]をチェックしてください。 
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3 章- 4 バッテ U 


休止状態を使用すると、再起動にかかる時間び短くてすみます。 

電源の切りかた、および休止状態を使用する方法については、「2章電源を入れる/切 
る」をご覧くださし、。 

心■スタンバイ機能、休止状態について。「4章消'費電力を節約する」 

パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返す 

バッテリラッチを横に押し①、バッテリ 
力八’一をスライドさせる② 
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- Wake-up on LAN 機能を有効にした状態でスタンバイ機能を実行し、バッテ U パックを交 
So 換するとデ-夕び知れます。 

バッテ U パックを交換する際は、 Wake-up on LAN 機能を無効にして行なってください。 


取りはずし/取り付け 


データを 保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 





ま意 •バッテリパックの取り付け/取りはずしをする場含は、必ず電源を切り、電源コード、 
のプラグを抜いてか 5 作業を巧なつてください。スタンバイ機能を実行している場含 
V は、バッテリパックの取りはずしをしないでください。データが消失します。 


バッテリパックは、必ず本製品に付属の製品を使用してください。また、寿命などで 
交換する場含は、指定の製品をお買いホめください。指定 lii 外の製品は、電圧や端子 
の極性が異なっていることがあるため発煙、乂災のおそれがあります。 


ツテリ巧電量び減少したとを 


電源び入っている状態でバッテ U 充電量の減少び進むと、：欠のよラに警告します。 

• Battery CD LED びオレンジ色に点滅する（バッテ U の減少を示しています） 
♦警告音（ビープ音）び鳴る 

この場合はただちに AC アダプタを接続し、電源を供給してください。 

- 長時間使用しないで自然に放電しきってしまったときは、警告音でも Battery にコ LE □で 
So を放電しさったことを巧ることはでさません。長時間使用しなかったとさは、充電してから 

使用してください。 


^パッテリパックを交換する 


2 3 4 


本体の機能 









5 バッテリパックごと、バッテリカバーを 
取り出す 



6 


バッテリカバーか5バッテリパックを取 
0出す 

バッテ U カバーのツメを左もに広げ①、バッテ U 
パックを取りはずします③。 



( ミち意 •バッテ U バックを保管ずる場合は、シヨート防止のために電極に絶縁テープを目ぶるな ) 
どの対策をこうじてください。そのままの状態でな管すると、破裂や义災のおそれび 


あ0まず。 

本体測の電極に手で軸れないでください。故障の原因になりまず。 



7交換するバッテリパックをバッテリカ 
バーに 取り付ける 

新しい、あるいは充電したパ' ッテリけ ックをを意 
して取り付けてください。 
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必時計用バッテ IJ 

参参参•参参•参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参< 

本製品には、取りはずしびでさるノ（ッテ U バックの他に、内蔵時計を動かすための時計 
用バッテ U び内蔵されています。 

時計用バッテ1」の充電は、 AC アダプタを接続しているときに行われます。普通に使用 
しているとさは、あまり意識して行う必要はありません。ただし、あまり充電されてい 
ない場合、時計び止まったり、遅れたりすることびあります。 

充電完了までの時間は次のとおりですび、実際には充電完了まで待たなくてち使用でを 
ます。また、充電状態を巧ることはでさません。 


状態 

時計用バッテ U 

電源日 N ( Power む LED び点灯） 

約10時間 L ソ上 

電源 OFF ( Power り LED び消灯） 

ほとんど充電しない 


J ^) •時計用バッテI」び切れていると、時間のち設定をうなびす Warning 虐告）メッセージび出 
メち まず。 
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使用でさるフ□ッピーディスクの種類と、保存でさる容量は次のとおりです。 


フ□ッピーディスクの種類 

1枚になをでさる容量 

2□□タイプ 

720 KB 

2 HD タイプ 

1.2 M 巨 

2 HD タイプ 

1 .44 M 巨 


1枚あたりに保存でさる容量は、フォーマットのとさに指定します。 

フ□ッピーディスクは、ライトプ□テクトタブを移動することにより、誤ってデータを 
消したりしないよラにすることびでさます。 

I —シャツタ-1 


ラベル 




-ライトプ□テクトタブ 


ライトプ□テクトタブの状態で、次のよラになります。 


で）ライトプ□テクトタブの状態 




書さ込み禁止状態 

ライトプ□テクトタブを「カチッ」と音びするまで移動させて、 
巧び開いた巧態にします。 

この状態のフ□ッピーディスクには、データの書さ込みはでさま 
せん。 

データの読み取りはでさます。 

書さ込み可能状態 

ライトプ□テクトタブを「カチッ」と音びするまで移動させて、 
巧び開じた状態にします。 

この状態のフ□ッピーディスクには、データの書さ込みを読み取 
りをでさます。 


フ□ッピーディスクの取り扱いについて。「本章]0-フ□ッピーディスク」 


フ□ツピーディスク 


フ□ッピーディスクドライブ 


本体の機能 
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^ フ□ッピーディスクのフォーマット 

参参参•参参•参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参< 

新品のフ□ッピーディスクを使うとをには、使用するシステム （0 S ) にあわせて 
「フォーマット」という作業び必要です。 

フォーマットとは、フ□ッピーディスクにトラックま号やへッド番号などの基本情報を 
書さ込み、フ□ッピーディスクを使えるよラにすることです。 

新品のフ□ッピーディスクには、システムの種類別にフ ォー マットされているをのと、 
フォーマットを巧わずに販売されているちのびありまず。新品のフ□ッピーディスクを 
使用する場合は、 「 Windows フォーマット済别かどうか確認してください。フォー 
マットされていないフ□ッピーディスクを使うとさは、必ずフ ォー マットを行なってく 
ださい。 

他のシステム上でフォーマットされたフ□ッピーディスクも、 Windows 上でフォー 
マットすることにより、 Windows で使用ずることびできます。 

Windows での フォー マットち法については、 『 Windows のヘルプ』をご覧ください。 

•フォーマットを巧5と、そのフ□ッピーディスクに保をされていた情報はずべて消えまず。 
ぉ願ぃ 一度使用したフロッピーディスクをフォーマツトする場合はを意してください。 


巧フ□ッピーディスクのセットと取り出し 

フ□ッピーディスクをフ□ッピーディスクドライブに挿入することを「フ□ッピーディ 
スクをセットする」といいます。 

Q フ□ッピーディスクのセット 

1フ□ッピーディスクの隅にかかれている 
矢印の向きに合わせて挿入する 

「カチッ」と音びするまで挿入します。正しく 
セツトされるとイジェクトボタンび出てさます。 
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3 章- 已 フ□ッピーディスクドライブ 


^ フ□ツピーディスクの取り出し 


•FDD/CD-ROM 巳/® LE □び点打している場合は、フ□ッピーディスクを取り出さな 
お願い いでください。フ □ッ ピーディスク内のデータび壊れることびあります。 


イジェクトボタンを押す 

フ□ッ ピー ディスクび少し出てをます。そのまま 
手で取り出します。 








読み込みでさる CD は、なの種類です。 

① 音楽用 CD 

8 cm 、12 cm の音楽用 CD び聴けます。 

② フォト CD 

③ CD-ROM 

使用するシステムに適合ずる旧0 9日日0フォーマットのをのび使用できます。 

④ CD エクストラ 
⑥ CD-R 

⑥ CD-RW 

1^) -CD-R、CD-RW は、メディアの特性や書き込み時の特性によって、読み込めない場合もあり 
メ t まず。 

また、 CD - R / RW モデル、マルチドライブモデルで書き込みできる CD は、なの種類です。 

① CD-RW 

② CD-R 

CD - RW メディアに書さ込む際には、]/2/4倍速対応（マルチスピード） CD-RW 
メディアをご使用くださし、。 

八イスピード対応のメディアへの書さ込みには対応しておりません。 

〇使用できる DVD ) 

* DVD-ROM モデル、マルチドライブモデルの場合 
読み込みでさる DV □は、なの種類です。 

© DVD-ROM 
② DVD-Video 

DVD - Video 再生のためのアプ U ケーシヨンとして 「InterVideo WinDVD 」 をご用意 
しています。ご使用の際は本製品に同捆の CD からインス I -ールしてください。 

• DVD-Video 再生時は、 AC アダプタを接続した;!犬態でご使用ください。 

Su また、使用する DVD ディスクのタイトルによっては、コマ落ちするケースびありまず。 

CD / DVD の取り扱いについて。「本章 10- CD / DVD 」 
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^ CD-R / CD - RW に書き込む 

CD - R / RW モデル、マルチドライブモデルの場合、 CD - R / CD - RW にデータを書き込 
むことびでさます。 

書き込みを行うためのアプ U ケーションとして、 Adaptec 社製 「 Di 旧がじ〇 」 「Easy 
CD Creator 」 をご用意しています。ご使用の際は本製品に同捆の CD からインス! 
ルしてくださし、。 

CD-R / CD - RW に書き込みを行うときは、次のごを意をよくお読みのうえご使用くだ 
さい。 

守らずにご使用になると、書き込みに失敗するおそれびあります。また、ご使用のバソ 
コンの設定によっては、書き込みに失敗することびあります。 

本機に搭載している CD - R / RW ドライブには書き込みエラーを防ぐバッファーアンダー 
ランエラー防止機能を内蔵していますび、電源切断やドライブへのショックなどの本体 
異常や、記録メディアの状態などによっては、処理び正常に行えずエラーとなる場合び 
あります。 

書き込みに失敗した CD - R の損害については、当社は一切その責任を負いません。 

また、記憶内容の変化•消失など、 CD - R / CD - RW に保存した内容の損害および内容 
の損失-消失により生じる経ミき的損害といった派生的損害については、当社は一切その 
責任を負いませんので、あらかじめご了をくださし、。 

書き込む前に) 

♦ CD-R メディアに書き込む際には、8倍ま対応の CD-R メディアをご使用くださし、。 

♦ CD-RW メディアに書き込む際には、]/2/4倍ま対応（マルチスピード） 
CD-RW メディアをご使用くださし、。 

• 次のメーカの CD - R / CD - RW をご使用になることをおすすめします。 

CD-R :太陽誘電（株 )、 TDK (株)、=井化学（株)、兰菱化学（株)、 

U コー（株)、日立マクセル（株） 

CD-RW 菱化学（株)、 U コ-册） 

上記じ(外のメーカの CD - R / CD - RW をご使用になると、うまく書き込みびできない 
場合びあります。 

• 必ず AC アダプタを接続して電源コンセントに接続してください。 

バッテ U 駆動で使用中に書き込みを巧うと、パ'ッテ U の消耗などにより書き込みに失 
敗するおそれびあります。 

♦スク U —ンセーバなど CPU に負担のかかるソフトウェアは動作しないように設定し 
て < ださし、。 

♦ウィルスチェックソフトを起動している場合は、終了させてください。 

♦苗駐型のディスクユーティ U ティやディスクのアクセスを高ま化ずるユーティ U ティ 
などは、動作の不ま定やデータの破損の原因となりますので使用しないことをおすす 
めします。 

♦ LAN を経由しての書さ込みは行わないでください。 LAN を経由する場合は、データ 
をいったん本製品のノ V — ドディスクに保存してから書さ込みを行なってください。 

♦ rOirectCDJ「Easy CD Creator 」 Li (外の CD - R / CD - RW 書き込み用ソフトウェ 
アは動作保証しておりません。 

♦書き込みを行う際は、本製品の省電力機能び働かないよラにしてください。 

防省電力機能についてり「4章2ま芝省電カユーティ U ティ」 




参書き込み用ソフトウエアしソ外のソフトウエアは終了させてください。 


- CD - R に書き込みでをるのは1回限 D です。書を込みに失敗した CD - R はち利用できません 
f メ t び、 CD - RW はフオーマットずると再利用できまず。 



• アキュポイント n を動かす、ウィンドウを開くなど、ノ（ソコン本体の操作を行わない 
で < ださい。 

参モデムなど、通信アプ U ケーシヨンを起動しないでください。 

♦ ノ f ソコン本体に衝撃や振動を与えないでくださし、。 

• なの機器の取り付け/取りはずしを行わないでください。 

PC カード、 US 日対応機器、 CRT ディスプレイ、 PRT コネクタに接続する機器 
参重要なデータについては、必ずデータ書さ込み終了後に、データび正しく書さ込まれ 
たことを確認してくださし、。 

〇 PEasy CD Creator 」 の設定 J 

♦「Easy CD Creator 」 を使用して重要なデータを書き込む場合は、メニューバーから 
[ファイル]-に D レイアウトプ□バティ]をク U ックし、廈き込み後 CD 上のファ 
イルを検証する]をチェックしてください。 

正常に書さ込まれていることを確認でさます。 

参書き込み終了後、 CD - R / RW ドライブのディスクトレイび開を 「 CD レコーダにター 
ゲット CD を巧入してください」とメッセージび表示される場合びありまず。その場 
合は、そのままディスクトレイを閉めて [0 K ] ボタンをク U ックしてください。 
検証を開始します。 
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3 章- 6 ドライブ 


•パソコン本体を携帯するときは、ドライブに CD 
お願い / DVD び入っていないことを確認してくださ 

し、入っている場合は取り出してください。 


1 ^) - CD/DVD は、電源び入り、 FDD / CD-R 日 M 巳/® LED び消灯しているときにセット/ 
f メち 取0出しびでさます。 

•次の場含は、ディスクトレイはイジェクトボタンを巧しても出てこない、またはすぐには出 
てさません。 

-電源を入れた直後 
- U セットした直後 
-ディスクトレイを閉じた直後 

これ5の場合には、ディスクトレイ LED の点滅び終了したことを確認してから、イジェク 
トボタンを巧して < ださい。 

- Windows び起動したとき、 FDD / CD-R 日 M 巳/@ LED び周期的に薄く点灯します。 
これは CD / DVD の自動挿入を検出しているためで、故障ではあ0ません。 



/DVD のセットと取り出し 



イジェクトボタンやディスクトレイ LED の位置は、ご購入のモデルによって異なりまず。 


:意 - FDD / CD - ROM 日/ CS > LED およびディスクトレイ l _ ED が点灯しているときは、イ 
ジェクトボタンを巧したり、 CD / DVD を取り出す操作をしないでください。 CD / 
DVD が傷ついたり、ドライブが壊れるおそれびあります。 

-ドライブのトレイを開けたときに、 CD / DVD が回転している場合には、停止するま 
で CD / DVD に手を触れないでください。ケガのおそれがあります。 

-ドライブは開けたままにしないでください。ケガのおそれやドライブの故障の原因と 
なります。 
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句 CD/DVD のセット 

CD / DVD をセットするには、なのように行います。 

1 パソコン本体の電源を入れる 

•電源び入っていないと、イジェクトボタンを巧してち、ディスクトレイは出てさません。 

乂ち 

2 イジェクトボタンを押す 

イジェクトボタンを押したら、ボタンから手を離 
してください。ディスクトレイび少し出てさます 
(数砂かかることびあります)。 


3 ディスクトレイを引き出す 

CD / DVD をのせる面びすべて出るまで、引を 
出しまず。 




4 文字び書いてある面を上にして、 CD / 
DVD の巧の部分をディスクトレイの中 
央凸部分に合わせ、上か!5巧さえてセツ 
卜する 

カチッと音びして、セットされていることを確認 
してください。 


CK ま意•ディスクトレイ内のレンズおよびその周辺に触れないでください。ドライブのな障の、 
原因になりまず。 

- CD/DVD をディスクトレイにセットずるときは、お理な力をかけないでください。 

- CD/DVD を正しくディスクトレイにセットしないと、 CD/DVD を傷つけること 
V びあ 0 まず。 i 






•バソコン携帯時は、ドライブに入っている CD/DVD は取り出してください。 

お願い 

パソコン本体の電源を入れる 

イジェクトボタンを押す 

ディスクトレイび少し出てをます。 

ディスクトレイを引さ出す 

CD/DVD をのせる面びすべて出るまで、引を出します。 

CD / DVD の両端をそっと持ち、上に持ち上げて取り出す 

ディスクトレイから CD/DVD を取り出します。 

CD/DVD を取り出しにくいときは、中央凸部を少し押してください。簡単に取り出せるよ 
うになります。 

r カチッ」と音がするまで、ディスクトレイを押し戻す 

j ^) •電源を切っているときにイジェクトボタンを巧してち、ディスクトレイは出てきません。 
f メ E 巧障などで電源び入 5 ない場合は、ドライブのイジェクトホールを、先の細い、丈夫なもの 

(例えば、ク U ップを伸ばしたちの）で巧してください。ディスクトレイび出てをます。 





ま意 - FDD/CD-ROM 巳/® LED が点口しているときは、 CD / DVD を取り出さないで 
ください。 CD/DVD のデータやドライブがこわれるおそれがあります。 J 




ま意•電源び入っているときには、イジェクトホールを巧さないでください。 

回転中の CD / DVD のデータやドライブびこわれるおそれびありまず。 
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3章-巨ドライブ 


5「カチッ」と音びするまで、ディスクト 
レイを巧し戻す 


d CD/DVD の取り出し 




12 3 4 5 


本体の機能 






PC 力ード 


本製品には、 PC カード（別売り）を取り付けることびできます。 



f /\ま意 •ホットインサーシヨンに対応していない PC カードを使用する場をは、必ずパソコン 
I 本体の電源を切ってか5取り付け/取りはずしを行なってください。 J 

•市販されている PC 力ードには、自己発熱の大きいものびあります。このよラなカードを長 
^メ亡 時間動作させていると、自己発熱の影響により、カードの動作が不安定になる場合びあ0ま 

す。また、他のカードといっしょに使巧すると、熱の影響により、他の力ードの動作も不安 
定になる場合びあります。 

* ホッ トインサー シ ヨン 

パソコン本体の電源を入れたままで、 PC カードの取り付け/取0はずしをすることをいし、 
ます。ただし、 PC 力ードによってはこの機能に対応していないものびあ0ます。 

• PC カード接続の八ードディスクドライブや CD-ROM ドライブなどの動作中に、通信または 
ヴウンド再生を行なった場合、次の現象び発生することびあります。 

•通信回線の速度び遅くなる、通信回線び切断される、ダイヤルに失敗する 
-ヴウンド再生時に音飛びび発生する 

使用できる PC カードのタイプは、取り付けるス□ットによって異なります。 


使用ス□ット 

使用可能タイプ 

1(上側） 

TYPE n 

0 (下側） 

TYPE n/m 




PC カードの例を;欠にあげます。 

♦モデムカード 

♦スマートメディアアダプタカード 

♦ SCSI アダプタ 
♦フラッシュメモ1」カード 

♦ Card 日 US 対応カードなど 

- ス□ット〇にタイプ皿の PC 力ードを取 D 付けた場合は、ス□ット1に PC 力ードを取り付 
f メ t けることはでさません。 

『PC カードに付属の説明書』 

取り付け 

1 PC 力ードにケーブルを付ける 

モデムカードなど、ケーブルを接続することが必 
要なカードの場合は、この作業を行なって<ださ 
い。 


•ケーブルを接続するとをは、コネクタの形状にを意して正しく差し込んでください。コネク 
So 夕に無理肋び加ねるとピンががれたり、曲び]たりします。 

2 PC 力ード□ックを解除する 

図のよラに P 巳力ードロックび左側（ん）にあることをお認してください。ち側 （a) に 
ある場合は、左にスライドしてロックを解除してください。 





本体の機能 




； - P 仁カードをアプ U ケーシヨンやシステムで使用していないことを確認してか5取りはずし 

ぉ招自い を行なってください。 

PC カードの使用を停止する 
F 981 

① タスクバーにある [PC 力ード]アイコン （%) をダブルク U ックする 

② 表示される画面で、停止する PC カードを選択し、[停止]ボタンをク U ックする 

③ r ま全に取りはずせまず」び表示されたら、 [0K] ボタンをク1」ックする 

阿抑 

① タスクバーにある[八ードウエアの取り外しまたは取り出し]アイコン（ミ*)をダ 
ブルク U ックする 

② 表示される画面で、停止する PC カードを選択し、[停止]ボタンをク U ックする 

③ 表示される画面で、停止する PC 力ードをお認し、 [0K] ボタンをク U ックする 

④ r ま全に取り外すことびできまず」び表示されたら、[□ロボタンをク U ックする 

PC 力ード□ックを解除（左側）にする 

取りはずしたい力ードのイジエクトボタ 
ンを押す 

イジェクトボタンび出てさます。 




4 PC 力ード□ックをち側 ( fl ) にする 

カードを接続した後、カードを使用でさるように設定されているかどラかをお認してく 
ださい。 

カードの接続および環境の設定ち法 A『PC カードに付属の説明書』 

曲取りはずし 

/^ク\注意 -PC 力ードの使用停止は必ず行なってくださし、使用停止せずに PC 力ードを取りは、 
^ _ずすとシステムが致命の影響を受ける場をがあります。_ . 


2 3 

3 












PC 力ードには、長い時間使用していると熱を帯びるものびありまず。 PC 力ードを 
取りはずず際に、 PC 力ードび熱い場合は、少、し時間をおき、をめてか5 PC 力ード 
を取りはずしてください。 



4もう1度イジェクトボタンを巧す 

「カチッ」と音びするまで押してください。 
カードび少し出てをます。 


5力ードをしっかりとつかみ、引き抜く 


3章-7 PC 力ード 


本体の機能 






句 PC カードを七キュ u ティ□ックする 

PC カード□ックとセキュ1」ティ □ ックを使用することで PC カードび取りはずせない 
ようにすることびでさます。 PC カードを取り付け後、この操作を行なってください。 
またこの操作は必要なとさのみ巧なってくださし、。 

1 PC 力ード□ツクをち側 ( fl ) にする 



2 


セキュリティ□ックをする 



返) 

お原 I し、 


-セキュリティ□ック用の機器については、本製品に対応のをのかどうかを販売店にご確認く 
ださい。 
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•増設方モリは、精密な電子部品のため静電気によって致命的損傷を受けることびあります。 
ST 人間の体はわずかなびら静電気を帯びていますので、増設メモ U を取0付ける前に静電気を 
逃がしてか5作業を行なってください。手近にある金属製のわのに軽く指を触れるだけで、 
静電気を防ぐことびでさます。 

•スタンバイ機能、休止状態を設定したまま、増設メモ U の取0付け/取りはずしを行わない 
で < ださい。 

スタンバイ機能、または休止状態は無効にな0ます。 

また、本体内の記憶内容び変化し、消失することびあります。 

-増設六モリは本製品で動作び保証されているをのをご使用 < ださし、。 

それ政外のメモリを増設するとシステムび起動しなくなったり、動作び不安定になります。 

取り付け 

1 データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 
2 パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 
3パソコン本体を裏返し、バッテリパックを取りはずす 

^ バッテリパックの取りはずしかた与「本章4-已バッテ U パックを交換する」 


増設メモリの取り付け/取りはずしを巧う場含は、必ず電源を切り、 AC アダプタの 
プラグを抜き、バッテリパックを取りはずしてか5作業を行なってください。電源を 
入れたまま取り付け/取りはずしを行ラと感電、故障のおそれがあります。 
電源を切った直後には、増設メモリの取り付け/取りはずしを巧わないでくださし、。 
増設メモリス□ット周辺が熱くなっているため、やけどのおそれびあります。 

増設メモリの取り付け/取りはずしは、電源を切った後30分！; Lb たってか5、行う 
ことをおすすめします。 

増設メモリを強く巧したり、巧げたり、落としたりしないでください。 


醫告-本文中で説明されている部分外は絶対に分解しないでください。内部には高電圧部、 
分が数をくあり、万一触ると盾険です。 


本製品には2つの増設メモリス□ット（ス□ット A とス□ット目）びあり、ス□ット A 
にはすでに目 4M 日、 128M 日のいずれかのモリび取り付けられています。 

別売りのモ U をス□ット目に取り付けたり、ス□ット A のメモリを付け替えることに 
より最大己] 2M 目まで拡張することびでさます。 


愛)増設メモリ 


本体の機能 
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- ネジをはずす際は、ネジの種類に合ったドライバを使用してください。 

お原自し、 


警告 

\ _ 


ステープル、クリップなどの金属や、コーヒーなどの液体を機器内部に入れないでく' 
ださい。シヨート、発煙のおそれがあります。万一、機器内部に入った場含は、電源 
を入れずに、お買い巧めの販売店、またはおおくの保守サービスに点検を依頼してく 
ださい。 


注意 •パソコン本体やメモリのコネクタに触らないで<ださい。コネクタにごみが付着する 
V _と、メモリが正常に使用できなくなります。 一 

D 増設メモリを増設メモリス□ットのコネ 
クタに斜めに挿入し①、固定するまで増 
設メモリを倒す② 

増設メモ U の切れ込みを、増設メモリス□ットの 
コネクタのツメに合わせて、しっかり差し込みま 
ず。フックびかかりにくいとさは、ペン先などで 
広げてください。 


6増設メモリカバーをつけて、手順4ではずしたネジ2本をとめる 
7 バッテリパックを取り付ける 

バッテ U パックの取り付けかた A r 本章4-已バッテ U パックを交換する」 

パソコン本体の電源を入れたとを、合計のメモ U 量び自動のに認識されます。合計のメ 
モ U 量び正しいかどうかを次の方法で確認してください。 

臣 H : PC 診断ツール 

① [スタート]-[プ□グラム]-[ま芝ユーテイ U テイ]- [ PC 診断ツール]をク 
1」ックする 

② [基本情報の表示]ボタンをク U ックする 

③ [メモリ]の数値を確認する 
raiii :システムのプ□パテイ 

①[スタート]-[設定]-[コント□—ルバネル]をク U ックする 
③[システム]をダブルク U ックする 
③[全般]タブの RAM の数値を確認する 






















増設メモリカバーをつけて、手順4ではずしたネジ2本をとめる 
バッテリパックを取り付ける 

バッテ U バックの取り付けかた。「本章4-已バッテ U バックを交換する」 


5増設メモリを固定しているをちのフックをペン先などで開き①、増設メモリ 
をパソコン本体か5取りはずす② 

増設メモ U を斜めに持ち上げて引を抜さます。 


バソコン本体やメモ U のコネクタに触5ないでください。コネクタにごみび付着ずる^ 
と、メモリび正常に使用できなくなりまず。 


ステープル、ク U ップなどの金属や、コーヒーなどの液体を機器内部に入れないでく 
ださい。シヨート、発煙のおそれびあります。万一、機器内部に入った場合は、電源 
を入れずに、お買い巧めの販売店、またはお近くの保守サービスに点検を依頼してく 
ださい。 


ま意 •増設メモ U の取0付け/取0はずしをする場合は、必ず電源を切0、 AC アダプタの、 
V プラグを巧き、バッテ U パックを取りはずしてか5作業を行なってくださし、。 


取りはずし 

1 データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 


3 章- 8 増設 メモ 


2 3 4 


本体の機能 
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9 周巧機巧の接続 


本章で説明していない周辺機器については、それぞれの周辺機器に付属の説明書を参考 
にして < ださい。 

取り付け/取りはずしの方法は周辺機器によって違います。各節を読んでから作業をし 
て < ださし、。 


也 


ま意 


迄) 

お願い 


•パソコンが動作中に着脱することが認め5れていない周辺機器を接続する場含は、 
必ず電源を切り、電源コードのプラグを抜いてか5作業を行なってください。 



•適切な温度範囲内、湿度範囲内であっても、結露しないように急激な温度変化を与えないで 
<ださい。冬場は特にミ主意してください。 

• 湿度やホコ U がかなく、直射日光のあた5ない場所で作業をしてくださし、。 

• 静電気び発生しやすい環境では作業をしないでください。 

•作業時に使用するドライバは、ネジの形、大ささに合ったわのを使用してください。 

• 本製品を改造すると、保罰やその他のサポートは受け5れません。 


〇 パソコン本はへのケーブルの接続 

なの点にま意して、接続してください。 

♦パソコン本体のコネクタにケーブルを接続ずるとをには、コネクタの上下や方向を 
合わせる 

♦ケーブルのコネクタに固定用ネジびある場合は、パソコン本体のコネクタに接続し 
た後、ケーブルがはずれないよ5にネジを締める 

I •ケーブルなどを接続するとさは、コネクタの巧状にを意して正しく差し込んでください。コ 
ST ネクタに無理な力び加わるとピンび巧れたり、曲びったりしまず。 

周辺機器を使用するときは、この他に作業び必要なことびありまず。また、その必要な 
作業は、使用するシステムで異なることびあります。それぞれの周辺機器に付属の説明 
書をご覧ください。 
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:—スのち!! |i 





&マイク入力端モ— 

マイク□ホンを接続します。マイク □ 
ホンのプラグはモノラルミニジャック 
タイプ (3 .已 0) を使用してください。 


{ Ether } LAN コネクタ 
ネットワークケーブルを接続しまず。 
ネットワークに接続するには、ネット 
ワークの設定び必要です。ネットワー 
ク管理者の指示に従って、設定を行なっ 
て < ださい。 I 




画/口 PS /2 コネクタ-1 

PS /2 対応のキーボードやマウ 
スを取り付けられます。 

接続するときは、パソコン本体 
の電源を必ず切つてください。 

忌:。ビデオ出力端モ- 

映像データの出力端モでず。 
NTSC / PAL 規格対応のテレビなど 
を接続しまず。 

表示の切り替え 

〇 r 本節- CRT ディスプレイや 
テレビを接続した場合」 


C ;ヘッドホン出力端子 

ヘッドホンを接続しまず。音源はステレオ 
で出力されまず。へッドホンはステレオ S 二 
ジャックタイプ (3 .已 0) を使用してください。 

イ^ • 次のよラな場合にはへッドホンを使用 
しないでください。雑音び発をずる 
場合びありまず。 

-パソコン本体の電源を入れる/切 
るとを 

-へッドホンの取り付け/取りはず 
しをするとを 

[^ PRT コネクタ 

プ1」ンタを接続して使用します。 


非。!潮聋負をド•つ爲 


■[''''i COMMS コネクタ 

RS -232 C 規格の機器を取り付け 
られまず。マウスなどに RS -232 C 
規格のちのびありまず。 

し J RGB コネクタ 

巳 RT ディスプレイを接続して使用で 
さます。 

表おの切り替え 

〇「本節-巳リディスプレイを 
テレビを接続した場合」 

USB コネクタ 

USB (Universal Serial Bus ) 

規格の機器が取り付けられます。 








( Q 左側面) 



お線 LAN LED - 

* 無線 LAN モデルのみ 

無線 LAN の使用状況を表します。 

オレンジ点灯：無線 LAN び使用できます。 
消な ：無線 LAN は使用できません。 



無線 LAN スイッチ 

* 無線 LAN モデルのみ 
無線 LAN の使用を切り替えます。 
使用ずるとをは左側に、使用し 
ないとをはち側に切り替えてく 
ださい。 

無線 LAN を使用するには、設定び必要です。 

詳しくは、「アプ U ケーシヨン&ドライバ CD - ROM 」 、 

「Application CD - ROM 」（ pOOOl ) の『無線 LAN について』を 
ご覧ください。 
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3 章- 9 周辺機器の接続 


^ CRT ディスプレイやテレビを接続した場合 

CRT ディスプレイを接続してバソコン本体の電源を入れると、本体は自動のにその 
CRT ディスプレイを認識します。 

テレビを接続した場合、表示装置を切り替えないと、テレビには表示されません。 

次のち法でテレビや CRT ディスプレイの表示装置を切り替えることびでをます。 

•なのよ5なとさには、表示方法を切0替えないでください。データび消失するおそれびあ0 
お願い ます。 

-データの読み込みや書さ込みをしている間 
エラーになります。データのやり取りび完了するまで待ってください。 

-通信を行なっている間 

エラーになります。通信び完了するまで待ってください。 

J ^) -CRT ディスプレイに表示する場合、表示位置や表示幅などび正常に表おされない場合びあ0 
f メ ： E ます。この場合は、 CRT ディスプレイ側で、表示位置や表示幅を設定してください。 

- MS - 日日 S モードを選択している場を、パソコン本体のディスプレイとテレビの同時表示はで 
きません。 

方法1-画面のプ□パティで設定する） 

1[スタート]-[設定]-[コント□—ルパネル]をクリックする 

2 [画面]をダブルクリックする 

3 [設定]タブで[詳細]ボタンをクリックする 

4 [表示デバイス]タブの[表示デバイス]で次のいずれかを選択する 


• LCD . パソコン本体のディスプレイだけに表示 

参 LCD / CRT . J (ソコン本体のディスプレイと CRT ディスプレイの同時表示 

参 CRT . CRT ディスプレイだけに表示 

参 LCD/TV . パソコン本体のディスプレイとテレビの同時表示 

[ディファレント U フレッシュレート]をチェックしてか6 
[ LCD / TV ] を選択してください。 

• TV . テレビだけに表示 










巨 3 キーを巧したまま、 £ 司キーを巧すたびに;欠の順序で切り替わります。 


LCD (バソコン本体のディスプレイだけに表示） 

丄 

LCD/CRT (バソコン本体のディスプレイと CRT ディスプレイの同時表示） 

CRT に RT ディスプレイだけに表示） 

CRT ディスプレイを接続している/していないに関わらず、パソコン 
本体のディスプレイには何ち表示されません。 

LCD / TV (バソコン本体のディスプレイとテレビの同時表示） 

ノ（ソコン本体のディスプレイとテレビの同時表示び可能に設定されて 
いる場合のみ、この状態に切り替わりまず。 

同時表示するち法については、ち法1の手順4をご覧ください。 

TV (テレビだけに表示） 

- ' パソコン本体のディスプレイには何も表示されません。 

CRT ディスプレイを接続した場合は、次の方法でち設定することびでさまず。 

〇方法3-ユーティリティで設定する^ 

1 [スタート]-[設定]-[コント□-ルパネル]をクリックする 

2 [東芝 HW セットアップ]をダブルクリックする 

3 [ディスプレイ]タブで[起動時の表示装置]を設定する 

♦内部/外部を自動選択.. CRT ディスプレイだけに表示に RT ディスプレイ接続瞄 
♦内部/外部を同時使用..パソコン本体のディスプレイと CRT ディスプレイの同時表示 

〇方法4 -[セットアッププ□グラム]で設定する） 

1 「セットアッププ□グラム」を起動する 

起動方法 A 「已章 3-1 セットアッププ□グラムを起動するち法」 

2 [ D 旧 PLAY ] で [Power On Display ] を設定する 

「5章 3-4 設定項目」 
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3 章- 9 周辺機器の接続 


内蔵モデムは使用できる地域が限定されます。指定 lii 外の地域で内蔵モデムを使用す 
ると故障のおそれびあります。使用できる地域をよくご確認のラえ、ご使用ください。 
内蔵モデムは一般電話回線（アナ□グ回線）に接続して使用してください。デジタル 
回線（旧 DN 回線など）には接続できません。デジタル回 I 線対応の公衆電話のデジタ 
ル側やデジタル式交換機 （ PBX ) へ接続すると、故障のおそれびあります。ホームテ 
レホンやビジネスホン用の電話回線には絶対に接続しないでください。 


^ 電話回線への接続 

* モデム内蔵モデルのみ 

内蔵モデムを使用ずる場合、モジュラーケーブルを使って2線式の電話回線に接続します。 
本装置の内蔵モデムは、なの地域で使用でさます。 

アイスランド、アイルランド、アメリカ合衆国、アラブ首長国連邦、イギリス、イスラエル、 
イタリア、インド、インドネシア、エジプト、エストニア、オーストラ U ア、オーストリア、 
オマーン、オランダ、カナダ、韓国、ギリシャ、クウェート、サウジアラビア、シンガ 
ポール、スイス、スウェーデン、スペイン、スリランカ、ス□バキア、ス□ベニア、 
タイ、台湾、チェコ、中国、デンマーク、ドイツ、トルコ、日本、ニュージーランド、 
ノルウェー、バキスタン、 A ンガ U —、バングラデシュ、フィリピン、フィンランド、 
フランス、ブルガリア、ベルギー、ポーランド、ポルトガル、香港、マレーシア、マル义 
南アフ U 力、モ□ッコ、ラトビア、 U トアニア、ルクセンブルク、ルーマニア、レバノン、 
□シア （200]年已月現在) 

また、公衆回線網の通信規格は各地域により異なりますので、ご使用になる地域に合わ 
せて設定び必要です。ご購入時は「曰本」に設定されています。 

「本項-地域設定を変更する」 

内蔵モデムは、 ITU-T V .90 に準拠しています。 

通信先のプ□バイダび V .90 外の場合は、最大 33.6 kbps で接続されます。 



■モジュラーケーブルをはずしたり差し込むとさは、プ 
ぉ願い ラグの部分を持って行なってください。また、はずす 

ときは、□ック部を巧しなび5はずしてくださし、。 
ケーブルを引っ張5ないでください。 


1モジュラーケーブルのプラグの一ちをパソコン本体のモジュラージャックに 
差し込む 

□ック部を手前に向けて差し込んでください。 

2ちう一ちのモジュラープラグを電話機用モジュラージャックに差し込む 

旧 DN 回線に接続する場合は、ご使用の夕ーミナルアダプタ ( TA ) またはダイヤルアップ 
ルータのアナ□グポートなどに接続してください。 



本体の機能 



■モジュラープラグをモジュラージャックに接続するときは、「カチッ」と音びするまで確実に 
ST 押し込んでください。 

-市販の分岐アダプタを使用して他の機器と並列接続した場含、本モデムのデータ通信や他の 
機器の動作に悪影響を与える ことび ありまず。 

.回線切換器を使用する場含は、両切〇式のちの（未使用機器から回線を完全に切0離す構造 
のもの）を使用して<ださし、。 

-モジュラーケーブルをパソコン本体のモジュラージャックに接続した状態で、モジュラー 
ケーブルを引っ張った0、パソコン本体の移動をしないでください。モジュラージャックび 
破損するおそれびあります。 

1 ^) - PC カード接続の八ードディスクドライブや CD-ROM ドライブなどの動作中に、通信または 

'メち サウンド再生を行なった場含、次の現象び発生することびあります。 

•通信回線の速度び遅くなる、通信回線び切断される、ダイヤルに失敗する 
-ヴウンド再生時に音飛びび発生する 

こ〇モジュラーケーブルの取りはずし) 

1 パソコン本体と電話機用モジュラージャックに差し込んであるモジュラープ 
ラグを巧く 

地域設定を変更す る） 

内蔵されているモデムを、巧外で使用する場合は、公衆回線網の通信規格び各地域によ 
り異なりますので、ご使用になる地域にあわせて「内蔵モデム用地域選択ユーティ U 
ティ」で内蔵モデムの地域設定を行なってください。ご購入時は、「曰本」に設定され 
ています。 

本製品を曰本で使用する場合は、必ず曰本モードでご使用ください。 

他地域のモードでご使用になると電気通信事業法（技術基準）に違反する行為となりま 
す。 

1[スタート] - [プ□グラム ]- [Toshiba Internal Modem ] - [Region 
Select Utility ] をクリックする 

内蔵モデム用地域選択ユーティ u ティび起動し、タスクバーに[地域選択ユーティ U ティ] 
アイコン ) び表ホされます。 

2 タスクバーの[地域選択 ユーテ ィリティ]アイコン （1^) をクリックする 

内蔵モデムびサポートする地域の1」ストび表示され、 i 也な名のサブメニューとしてテレフォ 
二一 ( P 驾里）、または[電話とモデムのオプション](阿邮 01) の所在地情報名び表示され 
ます。 

現在設定されている地域設定と、所在地情報名にチてックマークがつさます。 

3使用する地域名、または所在地情報名を選択し、クリックする 

地域名を選択した場合、モデムの地域設定を行なったを、新し<所な地情報び作成されます。 
この場合、現なの所在 i 也情報は新し<作成されたちのになります。 

巧な地情報名を選択した場合、その所在地情報に設定されている地域でモデムの地域設定を 
行いまず。選択された所在地情報び現在の巧な地情報になります。 
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3 章- 9 周辺機器の接続 


その他の設定 

「内蔵モデム用地域選択ユーティ U ティ」で、その他の設定の確認や変更をする場合は、 
なの手順で行なってください。 

1タスクバーの[地域選択ユーティリティ]アイコン （1^) を右クリック 
する 

メニューび表示されます。確認や変更する項目を選択して<ださい。 

ミ凡り 

巧疋 

チェックボックスをク U ックすると、次の設定を変更することびでをます。 

♦自動起動モード 

システム起動時に自動的に「内蔵モデム用地域選択ユーティ U ティ」び起動し、モデ 
ムの地域設定び行われます。 

♦地域選択後に自動的にダイアルのプ□バティを表示ずる 
地域選択後、 テ レフォ ニーの [ダイヤルのプ □パティ] ( Hit )、 または[電話とモ 
デムのオプション]の[ダイヤル情報] (国曲!!） び表示されます。 

♦場所設定による地域選択 

テレフォニー(区马更）、または[電話とモデムのオプション] ( rarolo の所在地情 
報名び地域名のサブメニューに表示され、所在地情報名から地域選択びでをるよラに 
なります。 

♦モデムとテレフォニーの現在の場所設定の地域コードとび違っている場合にダイア □ 
グを表示 

モデムの i 也域設定と、テレフォニー（区马里）、または[電話とモデムのオプション] 
(区画 1) の現在の場所設定の地域コードび違っている場合に、ま意の画面を表示し 
ます。 

モデム選択 

COM ポート番号を還択する画面び表示されます。内蔵モデムを使用する場合、通常は 
自動的に設定されますので、変更の必要はありません。 

ダイアルのプ□バティ 

テ レフ ォニーの [ダイヤルのプ□バ ティ] ( ps $)、 または[電話とモデムのオプショ 
ン]の[ダイヤル情報] ( piffioi ) び表示されます。 













o 内蔵モデム 

内蔵モデムを取り付けることによって、モデム機能を使用でさます。あらかじめ内蔵モデ 
ムび取り付けられてし、るモデルの場合は、取り付け/取りはずしの作業は必要ありません。 
あらかじめ内蔵モデムび取り付けられているモデルの場合は、モデムを取りはずした状 
態で本製品を使用しないでください。 





f /j\ ミち意 •お手入れの前には、必ずバソコンやバソコンの周辺機器の電源を切り、電源コードを、 
AC 電源か5巧いてください。電源を切6ずにお手入れをはじめると、感電ずるおそ 
れびありまず。 

-機器に強い衝藝やが圧を与えないようにミ主意してください。 

製品には精密部品を使用しておりまずので、強い衝撃やが圧を加えると部品び故障ず 
るおそれびありまず。 

-水や中性洗剤は、絶対に本製品に直接かけないでください。本製品び傷んだり故障ず 
\ _るおそれびありまず。_ J 

♦機器のミちれは、柔らかい乾いた巧でおいてください。 

ミちれびひどいとさは、水に浸した巧を堅くしぼってからおさます。 

ベンジン、シンナーなどは使用しないでくださし、。 

♦薬品や殺虫剤などをかけないでください。 

♦ディスプレイは静かに閉じてくださし、。 

• 使用でさる環境は次のとおりです。 

温度已〜 35° C 、 湿度20〜80% 

• 次のよラな場所で使用やな管をしないでください。 

直射日光の当たる場所 

非常に高温またはほ温になる場所 

急激な温度変化のある場所（結露を防ぐため） 

強い磁気を帯びた場所（スピーカなどの近く） 

ホコ U の多い場所 
振動の激しい場所 
薬品の充満している場所 
薬品に触れる場所 

• 使用中に本体の底面や AC アダプタび熱くなることびあります。 

本体の動作状況により発熱しているだけで、故障ではありません。 

〇電源コード 

電源コードのプラグを長期間にわたって AC コンセントに接続したままにしていると、 
プラグにほこりびたまることびあります。定期的にほこりをおさ取ってくださし、。 


告 •水などの液体びかかったり、直射日光の当たる場所に置かないでください。 
ショート、発煙のおそれびありまず。 


曰常の取り扱いでは、次のことを守ってください。 

〇パソコン本な： 


曰ちの取り扱いとお手入れ 
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^ キー ボード 

乾いたやわらかい素材のされいな巧でおいてくださし、。 

汚れびひどいときは、水に浸した巧を堅くしぼって拭きます。 

キーのすさまにゴ5び入ったとさは、掃除機などで吸い出しまず。ゴ5び取れないとさ 
は、お使いの機種をごお認後、お買いホめの販売店、またはな守サービスにご連絡くだ 
さい。 

コーヒーなど飲み物をこぼしたとさは、電源を入れる前にお買いボめの販売店、または 
保守サービスに連絡し、交換を依頼してください（有償)。 

液晶ディスプレイ 

( U 画面のお手入れ！ 

• 画面の表面には偏向フィルムび貼6れています。このフィルムは傷つさやすいので、 
むやみに軸れないでください。 

表面び巧れた場合は、柔らかくされいな巧で拭き取ってください。水や中性洗剤、揮 
発性の有機溶剤、化学ぞラさんなどは使用しないでください。 

参無理な力の加わる扱いかた、使いかたをしないでください。 

液晶表示素子は、ガラス板間に液晶を配向処理してミち入してあります。そのため、圧 
力びかかると配向び乱れ、元に戻らなくなる場合びあります。 



液晶ディスプレイに表示されている内容を見るためにサイドライト用 FL 管（を陰極管) 
び内蔵されています。サイドライト用 FL 管（ち陰極管）は、ご使用になるにつれて発 
光量び徐々に減少し、表示画面び暗くなります。表示画面び見づらくなったとさは、お 
使いの機種をご確認後、お買いホめの販売店、またはお近くの保守サービスにご巧談く 
ださい。有償にて交換いたしまず。 



カラー液晶ディスプレイは、非常に高精度な技術を駆使して作られていますび、一部に 
表示不良画素（欠け、常時点ななど）び存在することびありまず。これらの表示不良画 
素は、少量に抑えるよラ管理していますび、現在の最先端の技術でち表示不良画素をな 
くすことは困難ですので、ご了をください。 

句アキュポイント n (ポインティング装置） 

マウスポインタを動かずポインティング装置をアキュポイント n といいます。 

アキュポイント n は、八ンドク U —ムや油などのついた手で操作したり、ミ由性の液体を 
つけたりしないでください。操作時にすべりやすくなったり、アキュポイントキャップ 
び劣化する（溶ける）おそれびあります。アキュポイントキャップびすりされた6取0 
換えてください。 

携帯電話、無線機など電波を発生する機器び近くにあるとさにマウスポインタび移動す 
る場合びあります。その場合は、電波を発生する機器を離してください。 
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3 章- 10 日常の取り扱いとお手入れ 


フ□ッピーディスク 

フ□ッピーディスクは消耗品です。傷びついた場合は交換してください。 

フ□ッピーディスクを取り扱ラときには、なのことを守ってくださし、。 

♦フ□ッピーディスクに保存しているデータは、万一故障び起こったり、消失した場合 
に備えて、定期的に複製を作って保管するようにしてくださし、。 

フ□ッピーディスクにイ呆存した内容の障害については、当社は一切その責任を負いま 
せんので、あ6かじめご了をください。 

♦シャッター部を開けて磁性面を触らないでくださし、。 

巧れると使用できなくなります。 

♦スピーカなど強い磁気を発するちのに近づけないでください。 

記録した内容び消'えるおそれびあります。 

♦直射曰光に当てたり、高温のちのに近づけないでください。 

♦本やノートなど重いちのを上に置かないでくださし、。 

♦使用場所、保管場所の温度は;欠のとおりです。 


環境 

使用時 

保管時 

温度 

己〜3己 " C 

4〜已3 °C 


♦ラベルは正しい位置に貼ってください。 V 

貼り替えるときに重ね貼りをしないでください。 

♦ホコ1」のをい場所、タバコの煙び充満している場所に置かないでください。 

♦保管の際は、プラスチックケースに入れてくださし、。 

♦食べ物、タバコ、消しゴムのカスなどの近くにフ□ッピーディスクを置かないでくだ 
さい。 

• 3.5 型フ□ッピーディスクは当社の次の製品をお使いください。 

他のフ□ッピーディスクは、規格外などで使用できなかったり、フ□ッピーディスク 
ドライブの寿命を縮めたり、故障の原因となる場合びあります。 


製品ま号 

形式 

M 4293 

2 HD あ式 

M 4216 

2 DD あ式 


ーフ□ッピーディスクドライブ 

市販のク U — ニングディスクを使って、]ヶ月に]回を目まにフ□ッピーディスクドラ 
イブをク U —ニングして < ださい。 

9 CD/DVD 

CD / DVD の内容は故障の原因にかかわらず保障いたしかねます。製品を長持ちさせ、 
データをな護するためにち、次のことを必ず守ってお取り扱いください。 

♦ CD / DVD を巧り曲げたり、表面を傷つけたりしないでください。 CD / DVD を読 
み込むことびでさなくなります。 
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参 CD / DVD を直射日光び当たるところや、極端に暑かったり寒かったりする場所に 
置かないでください。また、 CD / DVD の上に重いちのを置かないでくださし、。 

• CD / DVD は専用のケースに入れ、清潔に保護してくださし、。 

参 CD / DVD を持つとさは、外側の端か、中 
央の穴のところを持つようにしてください。 

データ記憶面に指紋をつけてしまうと、正確 
にデータび読み取れなくなることびあります。 


• CD / DVD のデータ記憶面に文字などを書かないでください。 

♦ CD / DVD びミちれたりホコ U をかぶったりしたときは、乾燥した清潔な巧で拭き 
取ってください。 

円盤におって環状におくのではなく、円盤の中むから外側に向かって直線巧におくよ 
ラにしてください。乾燥した巧ではおを取れない場合は、水か中性洗剤で湿6せた巧 
を使用してください。ベンジンやシンナーなどの薬品は使用しないでください。 

参 CD / DVD のかたよった位置にシールなどを貼らないでください。 CD / DVD び正 
南に回転しなくなり、 CD / DVD の損傷などの原因になります。 

〇 データのバックアップについて 

重要な内容は必ず、定期的にノくックアップをとって保存してくださし、。 

バックアップとは八ードディスクやアプ1」ケーシヨンの故障などでファイルび使用でさ 
なくなったとをのために、あらかじめファイルをフ□ッピーディスクや CD - R 、 CD-RW 
などにコピーしてお < ことです。 

本製品は次のよラな場合、スタンバイ機能または休止状態び無効になり、本体内の記憶 
内容び変化し、消失するおそれびあります。 

♦誤った使いかたをしたとさ 
参静電気や電気的ノイズの影響を受けたとさ 

参長時間使っていなかったために、バッテ U (バッテ U パック、時計用バッテ U ) の充 
電量びなくなったとさ 
♦故障、修理、バッテ U 交換のとを 

♦バッテ U 駆動で使用しているときにバッテ I 」バックを取りはずしたとき 
参増設メモ U の取り付け/取りはずしをしたとさ 

記憶内容の変化/消'失など、八ードディスクやフ□ッピーディスク、 CD - R 、 CD-RW 
などに保存した内容の損害については、当社は一切その責任を負いませんので、あらか 
じめごを巧ください。 
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3 章- 10 日常の取り扱いとお手入れ 


^ 持ち運ぶとを 

持ち運ぶとさは、誤動作や故障を起こさないために、次のことを守ってください。 
♦電源は必ず切ってください。電源を入れた状態、またはスタンバイ状態で持ち運ばな 
いで < ださい。 

電源を切った後も、 Disk © LED び点灯中は動かさないでください。 

• かばんなどにノくソコンを収納するときは、必ず電源び切れていることをご確認ください。 
♦急激な温度変化（寒い屋外から暖かい屋内への持ち込みなど）を与えないでください。 
やむなく急な温度変化を与えてしまった場合は、数時間たってから電源を入れるよラ 
にして < ださい。 

• 外付けの装置やケーブルは取りはずしてください。 

また、フ□ッピーディスクや CD / DVD びセットされている場合は、取り出してく 
ださい。 

♦落としたり、強いショックを与えないでください。また、曰の当たる自動車内に置か 
ないでくださし、。 

故障の原因になります。 

♦持ち運ぶとさはディスプレイを閉じてください。 

Q 消耗品について 

なの部品は消耗品です。 

♦バッテ U バック（充電式 U チウムイオン電ミせ） 

長時間の使用により消耗し、充電機能び低下します。 

充電機能び低下した場合は、別売りのバッテ1」パックと交換してくださし、。 

• 時計用バッテ U (交換は有償です） 

♦アキュポイントキャップ 

消耗した場合は、お使いの機種をご確認後、お買いホめの販売店、または保守ヴービ 
スにご相談ください。 
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4 

ミ^^を臓ずる 

本章では、パソコンをバッテ U 駆動で使用するときに便利な 
省電力機能について説明しています。 


1 バッテ U を節約する . 116 

2 東芝省電カユーティリティ . 117 




バッテリを節約ずる 

バッテ U を充電して、または充電したバッテ U パックを交換して、バッテ U 駆動 (AC 
アダプタを接続しない状態）で使ラことびでさます。 

バッテ U 駆動で長時間使用するには、次の方法びあります。 

♦バッテ U の充電を完了（フル充電）する 
参バッテ U 駆動で使用した後は、バッテ U を充電しておく 

♦スタンバイ状態、休止状態をま用し、こまめに電源を切る 
スタンバイ状態や休止状態とは、電源を切った後、次に電源を入れると、直前の巧態 
を再現することびでさる機能です。 

@■スタンバイ状態、休止状態について 

〇 r 本章2東芝省電カユーティ U ティ」 

参バネルスイッチ機能を活用し、入力しないとさは、ディスプレイを閉じておく 
■バネルスイッチ機能り「2章4簡単に電源を切る/作業を中断する」 

参省電力に設定する 

防 ■ 省電力設定り r 本章2東芝省電カユーテイ U テイ」 


116 



[スタート]-[設定]-[コント□-ルパネル]をクリックする 

[東忌省電力]をダブルクリックする 

r また省電カユーティ1」ティ」び起動します。 

タスクバーの[省電力]アイコン（：4)をダブルクリックしてを起動でをます。 


ijj まさち*!力のフ□パティ 


巧媽規 I ホ止刪 


汽賄規堀颤蟲 


吗富駐; 

たゴカゃバ. 

号を厮こ扫 


'た円さ謂渣窠£猎 ffl* 諮ち競 Sfc 


端括を） 
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A □ンヴライフ 
A ノ -7 ル 
、: In イバワ - 


ロタスクバ-にみ巧カモードの巧おをまをするを） 


コビ 

1巧聯鱗】則 

-吉項ずこ;ド 

—齡田取 ' -J 


っビーの I 
_肾贻巧’|」 


巧触 J 
J 統がぃ ... J 


現なのを巧 

がち源 

J わテリの巧を畳 

が K 


パ-ジョン培巧の I 

TOSHIBA 


n キザン t ル j 


，銅が 


读示例) 


2^まち省電カユーテイ U テイ 


本製品には、パソコン本体を省電力で使ラための機能び用意されています。これらの機 
能を使ラと、使用目的や環境に合わせて簡単に省電力設定び行えます。 

省電力設定を行ラことによって、バソコン本体のバッテ U 消費電力を抑え、より長し、時 
間お使いいただけます。 

〇 起動方法 
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o [電源設定]タブ 

使用目的や使用環境（モバイル、会社、家など）に合わせて、省電カモードを設定したり、 
複数の省電カモードを作成できます。環境び変化したとさに省電カモードを切り替えるだ 
けで、簡単にパソコンの電源設定を変更することびでき、快適にご使用いただけます。 

また、現在の電源やノ（ッテ U 残量などの詳細情報も表示します。 

[電源に接続][バッテ1」を使用中]には、設定可能な省電カモードの一覧び表示されま 
すので、ご使用になりたい省電カモードに設定します。[電源に接続][パ'ッテ1」を使用 
中]は AC アダプタに接続している/していないによって、自動的に切り替わります。 

ご購入時にはあらかじめ次の省電カモードび用意されています。 

これらの省電カモードは、電源の供給状態によって、設定でさるモードびあらかじめミ夫 
められています。 

また、すべての省電カモードを、使用環境やげ態に合わせて詳細設定したり、コピー、 
名前の変更などび行えます。また、新しい省電カモードを作成することもできます。 

省電カモードの詳細設定は、その省電カモードのプ□パティ画面で行います。「本節 
省電カモードの詳細設定」をご覧ください。 

_フルパワー_ 

最高性能で動作します。消費電力び一番大きいモードです。ご購入時の初期状態では、 
[電源に接続] (AC アダプタを使用するとさ）びこのモードに設定されています。 

□ングライフ 

消費電力を優先して省電力制御を行います。 

ノ ー7 ル 

性能と消費電力を両立して省電力制御を行います。ご購入時の初期状態では、[バッテ 
U を使用中](バッテ U を使用するとさ）びこのモードに設定されています。 

八イノの一 

性能を優先して省電力制御を行います。 

(〇 省電カモードの作成) 

1新しく作成する省電カモードのもとになる省電カモードをクリックする 

2 [コピ ー] ボタンをクリックする 

[〜のコピー]といラ省電カモードびでさます。 

3その省電カモードの名前を変更する 
4必要に応じて省電力の設定を変更する 
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削除する省電カモードをクリツクする 
梢!]除]ボタンをクリツクする 

[元に戻す]ボタンをク U ツクすると直前に行なった削除をキャンセルすることびでさます 
び、 [0K] ボタンをクリックした後には元に戻すことはでさません。 


冷 

メモ 


ご購入時に用意されている4つの省電カモードを削除することはでさません。 


9 タスクバーに省電カモードの状態を表示する J 

ここをチェックすると現在の省電カモードを示す[省電力]アイコン （.'A ) びタスク 
バーに表示されます。ここのチェックをはずすとアイコンは表示されません。 

[省電力]アイコンを表示させておくと、そのアイコンをダブルク U ックすることによ 
り、「東芝省電カユーテイ U テイ」を開くことびできます。 


1[電源設定]タブで利用したい省電カモードを選択し、[詳細]ボタンをク 
リックする 

次の画面び表示されます。 


^ 省電カモードの詳細設定 

省電カモードに関する詳細設定を行います。 



[休止が態]タブ 

休止状態を使用するかしなし)かの設定を行います。 

使用する場合には、[休止状態をサポートする]をチェックします。 


^省電カモードの削除 


表示例 



東芝省電カ ユーティ U ティ 


4章- 


12 


消費電力を節約ずる 
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Co [全般]タブ ） 

省電カモードのアイコンを変更したり、その省電カモードを作成した目的や使用環境な 
どを記述できます。また、ここで設定したプ□グラムびアクティブになったとさ、自動 
的にこの省電カモードに切り替わるよラに設定できます。 

(〇 [省電力]タブ） 

省電力に関する設定を自由に編集することびでさます。 

CPU 熱制御 

CPU び高温になったとさ、熱を;令ますち式を選択でをます。 

CPU の処理速度 

バッテ U 残量に応じた処理速度を設定します。 

バッテ U 駆動時間を延ばすには、[低ま]で使用するちび効果的ですび、処理速度も遅 
<なります。 

-に PU の処巧连度]を[低ま]に設定していてち、バソコン使用中の CPU の過熱びおさま 
■メ亡 5ないとさは、ち険防止のため自動的に電源び切れます（ち険防止機能)。この場合は、涼し 

い場所でしば6くバソコンを放置してか S ご使用ください。それでも電源び切れる場合は、 
おおくのな守サービスにご連絡ください。 

-を巧防止機能び働いて電源び切れたときは、保をしていないデータは失われる場合びありま 
す。定期的にデータのバックアップを取るよ5にしてください。 

モニタの 輝度 

画面の輝度（バックライトの明るさ）を変える設定です。画面の輝度を下げる（バック 
ライトを暗くする）ことで、バッテ U の消'費を抑えられます。 

モニタの 電源を切る 

キーボード、およびアキュポイントマウスをある一定時間使用していないとき、画 
面表示を自動的にオフにする設定です。画面のバックライトを消灯するので、画面に使 
用する電力をほぼゼ□にすることびでき、もっとも省電力の効果びあります。 

八ードディスクの電源を切る 

八ードディスクを一定時間使用していないとさに、八ードディスクドライブのモータを 
停止して、バッテ U の消費を抑えられます。 
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システムスタンバイ、システム休止状態 

[システム休止状態]は Windows 2日日日モデルのみ設定でさます。 

パソコンを一定時間使用していないときに、自動的にスタンバイ機能を実行、または休 
止状態にして、システムの動作をオフにすることがでさます。 

システムオフまでの時間を、[システムスタンバイ]、[システム休止状態]のスライ 
ダーバーで設定してください。ただし、[システムスタンバイ]は[システム休止状態] 
より長い時間には設定でさません。 

•システムオフ時間は、最後に八ードウエアにアクセスしてか5の時間です。[八ードディスク 
の電源を切る]で時間を設定した場合は、八ードディスクドライブび停止した後、指定した 
時間びたつとシステムびオフになります。 

-Windows 2日日0モデルで[システムスタンバイ]と[システム休止状態]を同時に設定し 
ている場合、設定した時間後にスタンバイ状態になってか!5、休止状態になります。 

例）[システムスタンバイ]を己分後、[システム休止状態]を10分後に設定したとき 
已分後にスタンバイ状態になり、さらに日分後に休止状態になります。 

り風作] タブ) 

ここでは、電源スイッチを押したときやパソコンのディスプレイを閉じたときの動作を 
設定します。 

•ここに表示している動作設定を他の省電カモードにち設定する場をには、[現在の設定をすべ 
f 乂 ： E てのモードで使用する]ボタンをクリックします。 

スタンバイ機能 

スタンバイ機能とは、電源びオンのが態で表示画面をオフにし、 CPU および他のデバ 
イスが休止している状態です。次に電源スイッチを巧すと、1;(前の状態びすばやく再現 
されます。 

休止状態に比べて、状態の再現びすばや<行われます。 

しかし、休止状態実行時よりちバッテ U を消耗しますので、 AC アダプタを取り付けて 
お使いになることをおすすめします。 


•次のような場合はスタンバイ機能が無効になり、本体内の記憶内容び変化し、消失するおそ 
So れびあります。 

•誤った使いかたをしたとを 
-静電気や電気的ノイズの影響を受けたとさ 
•バッテ U び消耗したとさ 
-故障、修理、電池交換のとさ 
•電源を切った後、すぐに電源を入れたとさ 

•バッテ U 駆動で使巧しているときにバッテ U パックを取りはずしたとき 
-増設メモリの取り付け/取りはずしをしたとき 


ま意-スタンパイ中は、増設メモ IJ の取0付け/取0はずしを行わないで<ださい。スタン、 
バイ中は電源び入っていますので、増設メモリの取り付け/取りはずしを巧うと、感 
V 電、故障のおそれがあります。 


パソコン本体を航空機や病院に持ち込む場を、スタンバイ機能を使用しないで、必ず 
電源を切ってください。スタンパイ状態のまま持ち込むと、パソコンの電波により、 
計器や医療機器に影響を与える場をがあります。 


東芝省電カユーティリティ 
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休止状態 

休止巧態とは、パソコン本体の電源を切るときに、メモ U の内容を八ードディスクに保 
存する機能です。次に電源を入れると、じ(前の状態を再現します。この機能はパソコン 
本体に巧しての機能です。周辺機器には働きません。 

•休止状態中は、メモ I 」の内容を A — ドディスクに保存します。 Disk ® LE □び点な中は、 
So バッテ I 」バックをはずしたり、 AC アダプタをあいたりしないでください。デ-夕びミ肖失し 
まず。 

• Windows 9 S の場合、ドライブごを、 Windows のシステムツールである「ドライブス 
ペース」や市販の圧縮ユーティ U ティで圧縮すると、休止状態び使用でさなくなります。休 
止状態を使用する際は、元の状態に復元してください。 

-休止状態中に増設メモ IJ の取り付け/取0はずしを行わないでください。休止状態び無効に 
な0、データび消失するおそれびあ0ます。 

•休止状態びち効（[東芝省電力]-[休止巧態]タブの[休止状態をサポートずる]びチエッ 
クされている）の場合は、動作中にバッテ U 充電量び減少すると、休止;!犬態を実行して電源 
を切ります。休止状態び無効の場合、スタンバイ機能を実行して電源び切れますので、休止 
状態をち効にしておくことをおすすめしまず。 


電源オフ 

Windows を終了して電源を切ります。 

♦スタンバイおよび休止状態か6復帰するときにパスワードの入力をホめる 

ここにチェックを入れると Windows のパスワードを入力しないとスタンバイや休止が 
態から復活できないよラになります。 

Co [アラーム]タブ) 

バッテ U 残量び少なくなつたことをユーヴに通巧するためのヴウンドやメッセージおよ 
び実行する動作やプ□グラムを設定します。 

[アラーム]タブは[電源設定]タブで[バッテ1」を使用中]に登録された省電カモー 
ドを選択した場合に表示されます。 
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